
この曲で使用されている理論の説明

Vパターン:マ イナー7thコ ー ドとドミナント7thコ ー ドの組み合わせで ドミナント7thコ ー ドのル

ー ト音がマイナー7thコ ー ドの完全 5度下 (完全4度上)になるような組み合わせをⅡ

V̈パターンと呼びます。アナライズする時の記号はカギ印 (L」 )を記します。

ドミナン ト・モーション :ド ミナント 7thコ ー ドは完全 5度下 (完全 4度上)にルー ト音を持つコー ド

(ディミニッシュ・コー ドを除く)に進行 しやすい。アナライズする時の記号は矢印

のついた弧線 (〆｀の を記 します。
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Ⅱ‐Vパターン、 ドミナント・モーションのヴァリエーション

半音進行するⅡ V̈パターン :マ イナー7thコ ー ドとドミナント7thコ ー ドの組み合わせで ドミナント

7thコ ー ドのルー ト音がマイナー7thコ ー ドの半音下 (になるような組み合わせを「半

音進行するⅡ―Vパターン」と呼びます。アナライズする時の記号は点線のカギ印

(・ ――」)を記します。

半音進行するⅡ V̈パターンで使用される ドミナン トは本来の ドミナン ト・コー ドの

代理コー ド (サ ブスティトュー ト・ ドミナント)が使われます。

サブスティトュー ト・ ドミナン ト:ド ミナント 7thコ ー ドサウンドを決定する重要な音を持つ違うドミ

ナン ト・コー ドを代理の ドミナント (サ ブスティトュー ト・ ドミナン ト)と 呼び、ア

ナライズする時、subV7と記 します。subV 7を使用するとドミナン ト・モーションは

完全 5度下 (完全 4度上)に進行 しないで半音下のコー ドに進行します。その時のア

ナライズは点線の弧線 (′

″ ヤ )を記 します。



ローマ数字による

アナライズ

B音とF音

′
′
 ヤ

Π-7   subV 7/1 16

V7/1  〆
~｀

Ⅱ_7

A;      0‐ 1

F音 と C♭ (3)音

セカンダリー・ ドミナント:ダイア トニック・コー ドに 5度進行 (完全 5度下 (完全4度上))するノン ロ

ダイア トニックの ドミナント7thコ ー ドをセカンダリー・ ドミナントと呼びます。ア

ナライズの記号はV7/～ という形になり、～の部分にダイア トニック・コー ドの度数

をローマ数字表記します。

ローマ数字 呼び方 説 明

V7/Ⅱ ファイブ ロセブン・オブ ロツー Ⅱ-7に 5度進行する ドミナン ト

V7/Ⅲ ファイブ ロセブン・オブ・スリー Ⅲ-7に 5度進行する ドミナン ト

V7/Ⅳ ファイブロセブン・オブ・フォー ⅣMaj7に 5度進行するドミナント

V7/V ファイブ・セブン・オブ・ファイブ V7に 5度進行する ドミナント

V7/Ⅵ ファイブロセブン・オブロシックス Ⅵ -7に 5度進行する ドミナン ト

※ダイア トニック・コー ドであるV7はそのままでもよいのだが、アナライズする上で若干の混乱が生じ

るため、V7/1(Iに 進行するドミナント)と 表記する。
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セカンダリー・ ドミナントも代理のドミナントが使用できます。
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ローマ数字 呼び方 説 明

subV7′/Ⅱ サブファイブ ロセブン・オブロツー Ⅱ-7に半音進行する ドミナン ト

subV 7/Ⅲ サブファイブ ロセブン・オブ・スリー Ⅲ-7に半音進行する ドミナント

sub V 7ノ /1V サブファイブ ロセブン・オブ・フォー ⅣMaj7に 半音進行する ドミナン ト

sub V 7/V サブファイブ ロセブン・オブ・ファイブ V7に半音進行する ドミナン ト

subV 7//Ⅵ サブファィブ ロセブン・オブ ロシックス Ⅵ-7に半音進行する ドミナン ト

可  「
~



sub V 7/111はⅣ7(ブルース・コー ド)、 sub V 7/Vは ♭Ⅵ7(ブルースでよく現れるサブドミナ

ント・マイナー・コー ド)、 subV 7/Ⅶ は♭Ⅶ7はサブドミナントコマイナー・コー ドの性格を

併せ持つています。

分数コー ド:分数表記になっているものや bass on～ 、on～ になっているものを分数コー ドと呼びます。

分数コー ドには①分子がコー ド (三和音のものが多い)分母がベース音)と いうものや、

②分子、分母ともコー ドというポリ・コー ド (複数の和音が同時に奏されるもの)があり

ます。①のタイプの分数コー ドには分母が分子のコー ドのルー ト以外の構成音になつてい

る転回形の分数コー ド、分母が分子のコー ドの構成音ではないハイブリッド・コー ドと呼

ばれる2つのタイプがあり、②はVoicing(和音の積み立て方)で よく現れるものです。ア

ナライズの記し方は①のタイプは分子をローマ数字で、分母をその構成音の度数で記しま

す。

コー ド
ベース音

ローマ数字による
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分母が分子のコー ドの構成音ではないハイブリッド・コー ドは基となるコー ドでアナ

ライズするか、転回形の分数コー ドのように度数表示を記 します。
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ポリコー ドの例としては下のようなスケールから抽出するものがあります。ヴォイシング

の一つのタイプなのでアナライズはありません。

騒電槙鍼鱚科積曖

ペダル ロポイント:コ ード進行と関係なく、

とにより、新しいサウン

その時点のキーの トニック音や ドミナント音を提示するこ

ドの緊張関係を生みだすテクニックです。
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ペダル・ポイントのアナライズはトニックロペダル、 ドミナント・ペダルの提示と範

囲を提示するだけで回―マ数字に影響はしない。
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Dominant Peda:

ライン・クリシェ :同 一コー ドが続 く場合、コー ドに変化を付けるためコー ドの性格を変えないような

構成音等を順次進行でつなげていくテクニック。クリシェとは “よく使われるもの

(慣用句)"と いう意味で、1瞑次進行でつなげていくパターンが何種類かあります。
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Q一 (線 17) こ―経] C― : こ_蓄〕

ジャー・コー ドで

こ     こせ:〕 こ↓ こ:Oむ゛ C豫鶴:


